
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

９月１８日、稲刈りをしました。夏の間に
成長した稲には、たわわに実がついていま
した。３年生で麦の収穫をしたことはあるも
のの、太く育った稲の束を刈るのはは初め
て。こどもたちは鎌を持って恐る恐る刈り
始めました。だんだん慣れてくると、腰をし
っかり落として１回目よりも素早く、力強く
稲を刈ることができるようになりました。 

主事さんのご協力で、刈り取った稲を校内で干し、十分乾燥させました。稲穂から籾
を落とす脱穀体験では、昔ながらの「足踏み式脱穀機」を使いました。タイミングを合わ

せて足で踏んで回転させ、手に持った稲を押し当てて籾を落とします。初めての体験に、
「結構力が必要。」「一気に取れるね。」と驚く子たちがたくさんいました。「このお米をど
うやって食べようかな。」と楽しみにする子も。 
たくさんの人の協力で毛利米を収穫、脱穀することができました。 
脱穀体験が終わった後、ブルーシートの上に落ちている稲穂や籾を拾う子が自然に
募り、お米一粒の大切さを感じることができました。田植えからお世話になっている玉木

さんに、稲刈りの仕方や脱穀の仕方だけでなく、お米の大切さも含めて教えていただい
たおかげです。   

 

  

 

 

 

 

刈り取ったところからまた

お米稲が成長し、花が。 
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